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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定した物理量の経時変化を示すグラフを時間軸方向に拡縮して表示部に表示させると
共に、前記物理量の測定開始時点からの経過時間を示す目盛、および時間の単位を表す時
間単位表記と当該時間単位表記に対応する時間の長さを表す整数とを用いて前記目盛に対
応する前記経過時間を示す経過時間情報を前記表示部に表示させる表示制御部を備え、
　前記表示制御部は、前記経過時間情報に用いる最小の前記時間単位表記を前記表示部に
表示されている前記時間軸の時間長が長いほど長い時間を示す時間単位表記に設定する設
定処理を実行し、当該最小の時間単位表記よりも短い時間を示す時間単位表記および当該
時間単位表記に対応する前記整数を除外した前記経過時間情報を表示させる測定装置。
【請求項２】
　前記時間軸の時間長の長短を判定するための複数の判定範囲が規定されると共に、前記
各判定範囲に前記時間単位表記が１つずつ対応付けて規定され、
　前記表示制御部は、前記設定処理において、前記表示部に表示されている前記時間軸の
時間長が属する前記判定範囲を特定すると共に、当該特定した判定範囲に対応付けられて
いる前記時間単位表記を前記経過時間情報に用いる前記最小の時間単位表記として設定す
る請求項１記載の測定装置。
【請求項３】
　前記表示制御部は、前記目盛として前記時間軸に直交する複数の目盛線を前記表示部に
表示させると共に、当該目盛線の数が予め決められた数以下のときに隣接する当該目盛線
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の間に当該目盛線に平行な目盛補助線を前記表示部に表示させる請求項１または２記載の
測定装置。
【請求項４】
　測定した物理量の経時変化を示すグラフを時間軸方向に拡縮して表示部に表示させると
共に、前記物理量の測定開始時点からの経過時間を示す目盛、および時間の単位を表す時
間単位表記と当該時間単位表記に対応する時間の長さを表す整数とを用いて前記目盛に対
応する前記経過時間を示す経過時間情報を前記表示部に表示させる際に、
　前記経過時間情報に用いる最小の前記時間単位表記を前記表示部に表示されている前記
時間軸の時間長が長いほど長い時間を示す時間単位表記に設定する設定処理を実行し、当
該最小の時間単位表記よりも短い時間を示す時間単位表記および当該時間単位表記に対応
する前記整数を除外した前記経過時間情報を表示させる経過時間表示方法。
【請求項５】
　前記時間軸の時間長の長短を判定するための複数の判定範囲を規定すると共に、前記各
判定範囲に前記時間単位表記を１つずつ対応付けて規定し、
　前記設定処理において、前記表示部に表示されている前記時間軸の時間長が属する前記
判定範囲を特定すると共に、当該特定した判定範囲に対応付けている前記時間単位表記を
前記経過時間情報に用いる前記最小の時間単位表記として設定する請求項４記載の経過時
間表示方法。
【請求項６】
　前記目盛として前記時間軸に直交する複数の目盛線を前記表示部に表示させると共に、
当該目盛線の数が予め決められた数以下のときに隣接する当該目盛線の間に当該目盛線に
平行な目盛補助線を前記表示部に表示させる請求項４または５記載の経過時間表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定した物理量の経時変化を示すグラフを表示部に表示させると共に、測定
開始時点からの経過時間を示す目盛およびその目盛に対応する経過時間情報を表示部に表
示させる測定装置および経過時間表示方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の装置として、特開２００９－１４５１４２号公報において出願人が開示した測
定データ記録装置が知られている。この測定データ記録装置は、入力信号の電気的パラメ
ータを測定して、その測定値に基づく信号波形を表示部に表示可能に構成されている。ま
た、この測定データ記録装置では、信号波形におけるカーソル表示が重ねられている部位
の値、およびその部位における測定開始時点からの経過時間を予め指定した単位を用いた
文字列で表示させることが可能となっている。また、この測定データ記録装置では、同公
報の図２に示すように、時間軸に沿って目盛を表示すると共に、その目盛に対応する経過
時間を、予め指定された単位で小数表示した文字列によって表示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１４５１４２号公報（第１７頁、第２図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、上記の測定データ記録装置には、改善すべき以下の課題がある。すなわち、
この測定データ記録装置では、時間軸の目盛に対応する経過時間が、指定された単位で小
数表示した文字列によって表示される。この場合、例えば、測定時間が数日に亘る信号波
形の全体を時間軸の目盛および経過時間を示す文字列と共に表示させる際に、時間を示す
単位が短い単位（例えば、秒）に指定されているときには、経過時間を示す文字列におけ
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る小数点よりも上位の桁数が多くなるため、経過時間を一目で把握するのが困難となった
り、隣接する目盛の間隔（その間隔に対応する時間）を即座に把握するのが困難となった
りすることがある。また、数秒分の信号波形を時間軸の目盛および経過時間を示す文字列
と共に表示させる際に、時間を示す単位が長い単位（例えば、時間）に指定されていると
きには、経過時間を示す文字列における小数点以下の桁数が多くなるため、この場合にお
いても、経過時間を一目で把握するのが困難となったり、隣接する目盛の間隔を即座に把
握するのが困難となったりすることがある。
【０００５】
　本発明は、かかる改善すべき課題に鑑みてなされたものであり、時間軸に沿った目盛に
対応する経過時間を示す経過時間情報を見易く表示し得る測定装置および経過時間表示方
法を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成すべく請求項１記載の測定装置は、測定した物理量の経時変化を示すグ
ラフを時間軸方向に拡縮して表示部に表示させると共に、前記物理量の測定開始時点から
の経過時間を示す目盛、および時間の単位を表す時間単位表記と当該時間単位表記に対応
する時間の長さを表す整数とを用いて前記目盛に対応する前記経過時間を示す経過時間情
報を前記表示部に表示させる表示制御部を備え、前記表示制御部は、前記経過時間情報に
用いる最小の前記時間単位表記を前記表示部に表示されている前記時間軸の時間長が長い
ほど長い時間を示す時間単位表記に設定する設定処理を実行し、当該最小の時間単位表記
よりも短い時間を示す時間単位表記および当該時間単位表記に対応する前記整数を除外し
た前記経過時間情報を表示させる。
【０００７】
　また、請求項２記載の測定装置は、請求項１記載の測定装置において、前記時間軸の時
間長の長短を判定するための複数の判定範囲が規定されると共に、前記各判定範囲に前記
時間単位表記が１つずつ対応付けて規定され、前記表示制御部は、前記設定処理において
、前記表示部に表示されている前記時間軸の時間長が属する前記判定範囲を特定すると共
に、当該特定した判定範囲に対応付けられている前記時間単位表記を前記経過時間情報に
用いる前記最小の時間単位表記として設定する。
【０００８】
　また、請求項３記載の測定装置は、請求項１または２記載の測定装置において、前記表
示制御部は、前記目盛として前記時間軸に直交する複数の目盛線を前記表示部に表示させ
ると共に、当該目盛線の数が予め決められた数以下のときに隣接する当該目盛線の間に当
該目盛線に平行な目盛補助線を前記表示部に表示させる。
【０００９】
　また、請求項４記載の経過時間表示方法は、測定した物理量の経時変化を示すグラフを
時間軸方向に拡縮して表示部に表示させると共に、前記物理量の測定開始時点からの経過
時間を示す目盛、および時間の単位を表す時間単位表記と当該時間単位表記に対応する時
間の長さを表す整数とを用いて前記目盛に対応する前記経過時間を示す経過時間情報を前
記表示部に表示させる際に、前記経過時間情報に用いる最小の前記時間単位表記を前記表
示部に表示されている前記時間軸の時間長が長いほど長い時間を示す時間単位表記に設定
する設定処理を実行し、当該最小の時間単位表記よりも短い時間を示す時間単位表記およ
び当該時間単位表記に対応する前記整数を除外した前記経過時間情報を表示させる。
【００１０】
　また、請求項５記載の経過時間表示方法は、請求項４記載の経過時間表示方法において
、前記時間軸の時間長の長短を判定するための複数の判定範囲を規定すると共に、前記各
判定範囲に前記時間単位表記を１つずつ対応付けて規定し、前記設定処理において、前記
表示部に表示されている前記時間軸の時間長が属する前記判定範囲を特定すると共に、当
該特定した判定範囲に対応付けている前記時間単位表記を前記経過時間情報に用いる前記
最小の時間単位表記として設定する。
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【００１１】
　また、請求項６記載の経過時間表示方法は、請求項４または５記載の経過時間表示方法
において、前記目盛として前記時間軸に直交する複数の目盛線を前記表示部に表示させる
と共に、当該目盛線の数が予め決められた数以下のときに隣接する当該目盛線の間に当該
目盛線に平行な目盛補助線を前記表示部に表示させる。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１記載の測定装置および請求項４記載の経過時間表示方法によれば、経過時間情
報に用いる最小の時間単位表記を、時間軸の時間長が長いほど長い時間を示す時間単位表
記に設定し、設定した最小の時間単位表記よりも短い時間を示す時間単位表記およびその
時間単位表記に対応する時間の長さを表す整数を除外した形態での経過時間情報を表示さ
せることにより、時間軸の時間長が数日に及ぶほど長いときには、長い時間を示す時間単
位表記を最小の時間単位表記として用いた短い桁数の経過時間情報を表示させ、時間軸の
時間長が数秒程度の短いときには、短い時間を示す時間単位表記を用いて小数点以下の表
示を除外した経過時間情報を表示させることができる。したがって、この測定装置および
経過時間表示方法によれば、時間軸の時間長の長短に拘わらず経過時間情報の見易さを十
分に向上させることができるため、経過時間を一目で把握させることができると共に、隣
接する目盛の間隔（その間隔に対応する時間）を即座に把握させることができる。また、
この測定装置によれば、最小の時間単位表記を設定する設定処理を表示制御部が行うこと
により、設定作業を手動で行う必要がないため、例えば、表示倍率を頻繁に変更する使用
形態における操作性を十分に向上することができる。
【００１３】
　また、請求項２記載の測定装置および請求項５記載の経過時間表示方法によれば、時間
軸の時間長が属する判定範囲を特定すると共に、特定した判定範囲に対応付けられている
時間単位表記を経過時間情報に用いる最小の時間単位表記として設定することにより、例
えば、判定範囲、および判定範囲に対応付ける時間単位表記を使用形態に応じて予め規定
しておくことで、使用形態に応じて最適な時間単位表記を自動的に設定することができる
ため、利便性を十分に高めることができる。
【００１４】
　また、請求項３記載の測定装置、および請求項６記載の経過時間表示方法によれば、目
盛線の数が予め決められた数以下のときに、隣接する目盛線の間に目盛線に平行な目盛補
助線を表示させることにより、例えば、グラフの極大点が現れる経過時間を特定する作業
を行う作業形態において、目盛線の数が少ないことに起因してその特定作業が困難な場合
においても、目盛補助線を目安とすることで、その特定作業を容易に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】波形表示装置１の正面図である。
【図２】波形表示装置１の構成を示すブロック図である。
【図３】波形描画処理の方法を説明する第１の説明図である。
【図４】波形描画処理の方法を説明する第２の説明図である。
【図５】波形描画処理の方法を説明する第３の説明図である。
【図６】波形描画処理の方法を説明する第４の説明図である。
【図７】波形描画処理の方法を説明する第５の説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、測定装置および経過時間表示方法の実施の形態について、添付図面を参照して説
明する。
【００１７】
　最初に、測定装置の一例としての波形表示装置１の構成について、図面を参照して説明
する。図１に示す波形表示装置１は、同図および図２に示すように、測定部１１、表示部
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１２、操作部１３、制御部１４および記録部１５を備えて構成されている。
【００１８】
　測定部１１は、制御部１４の制御に従い、入力した電気信号Ｓｅ（一例として、電圧信
号）の物理量（この例では、電圧）を測定して測定データＤｗを出力する。表示部１２は
、一例として、液晶パネルで構成されて、制御部１４の制御に従い、制御部１４によって
生成される表示用データＤｄに基づく画像（後述するグラフＧ、目盛線Ｌ１および経過時
間情報Ｉｔなど）を表示する。操作部１３は、モード切替えキー、記録開始キーおよび記
録終了キーなどを備えて構成され、これらが操作されたときに操作信号Ｓｏ（図２参照）
を出力する。
【００１９】
　制御部１４は、操作部１３から出力される操作信号Ｓｏに従って波形表示装置１を構成
する各部に対する制御や、各種の処理を実行する。具体的には、制御部１４は、測定部１
１による物理量の測定（測定処理）を制御すると共に、記録部１５への測定データＤｗの
記録や、記録部１５からの測定データＤｗの読み出しを行う。
【００２０】
　また、制御部１４は、表示制御部として機能し、表示用データＤｄを生成して表示部１
２に出力することにより、各種の画像を表示部１２に表示させる。具体的には、制御部１
４は、図３に示すように、時間軸Ａｘ（同図では横軸）および電圧軸Ａｙ（同図では縦軸
）を表示させる。また、制御部１４は、測定部１１による電圧の測定開始時点からの経過
時間Ｔを示す目盛（スケール）としての目盛線Ｌ１を時間軸Ａｘに直交するようにして複
数表示させる。また、制御部１４は、隣接する２つの目盛線Ｌ１の間隔に対応する時間が
区切りのよい時間となるように目盛線Ｌ１を表示させる。この場合、時間軸Ａｘの長さ（
時間軸Ａｘの一端から他端までに対応する時間の長短）によっては、目盛線Ｌ１の数が少
な過ぎて、目盛線Ｌ１が有効に機能しないことがある。このため、制御部１４は、図７に
示すように、目盛線Ｌ１の数が予め決められた数（例えば４本）以下のときには、隣接す
る目盛線Ｌ１の間（具体的には、隣接する目盛線Ｌ１の真中）に目盛線Ｌ１に平行な目盛
補助線Ｌ２を表示させる。また、制御部１４は、電圧値を示す文字情報Ｉｖを電圧軸Ａｙ
に沿って表示させる
【００２１】
　また、制御部１４は、図３～図７に示すように、測定部１１によって測定された電気信
号Ｓｅにおける電圧の経時変化を示すグラフＧ（言い替えると、電気信号Ｓｅの波形）を
表示させる。また、この波形表示装置１では、時間軸Ａｘ方向（各図における横方向）お
よび電圧軸Ａｙ方向（各図における縦方向）にグラフＧを任意に拡縮（拡大および縮小）
して表示させることが可能となっている。この場合、グラフＧを拡縮して表示させる際の
操作方法としては、表示されているグラフＧの一部の範囲を図外のポインティングデバイ
スを用いて指定したり、２つの経過時間Ｔを入力して範囲を指定したりして、制御部１４
が指定した部分を画面一杯に表示させる方法などを採用することができる。
【００２２】
　また、制御部１４は、図３～図７に示すように、各目盛線Ｌ１に対応する経過時間Ｔを
示す経過時間情報Ｉｔを表示させる。この場合、経過時間情報Ｉｔは、各図に示すように
、時間の単位を表す時間単位表記（これらの例では、「日」を表す「ｄ」、「時間」を表
す「ｈ」、「分」を表す「ｍ」、「秒」を表す「ｓ」）と、これらの時間単位表記に対応
する時間の長さを表す整数（小数点以下を含まない数）とを用いて構成されている。また
、制御部１４は、経過時間情報Ｉｔを表示させる際に、後述する設定処理を実行すること
により、経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時間単位表記（最も短い時間を表す時間単位表
記）を時間軸Ａｘの時間長Ｔｍ（表示部１２に表示されている時間軸Ａｘの一端から他端
までに対応する時間の長さ）に応じて設定（変更）する。
【００２３】
　記録部１５は、制御部１４の制御に従い、測定部１１から出力された測定データＤｗを
記録する。また、記録部１５には、制御部１４によって実行される設定処理において用い
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られる複数の判定範囲Ｒについてのデータ、および各判定範囲Ｒに１つずつ対応付けられ
た時間単位表記についてのデータが記録されている。この場合、判定範囲Ｒは時間軸Ａｘ
の時間長Ｔｍの長短を判定するために時間長Ｔｍの上限値および下限値の少なくとも一方
で規定された範囲であって、この波形表示装置１では、４つの判定範囲Ｒ１～Ｒ４が規定
されている。
【００２４】
　具体的には、この波形表示装置１では、一例として、判定範囲Ｒ１として０秒～３分（
１８０秒）が設定され、判定範囲Ｒ２として３分～３時間（１８０分）が設定され、判定
範囲Ｒ３として３時間～３日（７２時間）が設定され、判定範囲Ｒ４として３日以上が設
定されている。また、この波形表示装置１では、「日」を表す時間単位表記としての「ｄ
」が判定範囲Ｒ４に対応付けられ、「時間」を表す時間単位表記としての「ｈ」が判定範
囲Ｒ３に対応付けられて、「分」を表す時間単位表記としての「ｍ」が判定範囲Ｒ２に対
応付けられ、「秒」を表す時間単位表記としての「ｓ」が判定範囲Ｒ１に対応付けられて
いる。
【００２５】
　次に、波形表示装置１を用いて電気信号Ｓｅにおける電圧の経時変化を示すグラフＧを
表示させる方法、およびその際の波形表示装置１の動作について、図面を参照して説明す
る。
【００２６】
　まず、操作部１３のモード切替えキーを操作して、波形表示装置１を記録モードに切り
替えた後に、操作部１３の記録開始キーを操作する。この際に、制御部１４が、操作部１
３から出力された操作信号Ｓｏに従って測定部１１を制御し、測定部１１が、制御部１４
の制御に従い、入力した電気信号Ｓｅ（一例として、電圧信号）の物理量（この例では、
電圧）を測定して測定データＤｗを出力する測定処理を開始する。
【００２７】
　次いで、制御部１４は、測定部１１から出力された測定データＤｗを記録部１５に記録
させる。続いて、電気信号Ｓｅの記録を終了する際には、操作部１３の記録終了キーを操
作する。これに応じて、制御部１４は、測定部１１を制御して測定処理を停止させると共
に、記録部１５を制御して測定データＤｗの記録を終了させる。
【００２８】
　次に、記録部１５に記録した測定データＤｗに基づく電気信号Ｓｅにおける電圧の経時
変化を示すグラフＧ（電気信号Ｓｅの波形）を表示させる。具体的には、操作部１３のモ
ード切替えキーを操作して、波形表示装置１を波形表示モードに切り替える。この際に、
制御部１４は、操作部１３から出力された操作信号Ｓｏに従い、記録部１５から測定デー
タＤｗを読み出す。次いで、制御部１４は、読み出した測定データＤｗに基づき、記録開
始時点から記録終了時点までに亘る電圧の経時変化を示すグラフＧ（以下、このグラフＧ
を「グラフＧ１」ともいう）を表示させるための表示用データＤｄを生成して表示部１２
に出力する。また、制御部１４は、時間軸Ａｘ、電圧軸Ａｙ、文字情報Ｉｖ、目盛線Ｌ１
および経過時間情報Ｉｔを表示させるための表示用データＤｄを生成して表示部１２に出
力する。これにより、図３に示すように、グラフＧ１、時間軸Ａｘ、電圧軸Ａｙ、文字情
報Ｉｖ、目盛線Ｌ１および経過時間情報Ｉｔが表示部１２に表示される。
【００２９】
　ここで、制御部１４は、経過時間情報Ｉｔを表示させるための表示用データＤｄの生成
に当たり、経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時間単位表記を時間軸Ａｘの時間長Ｔｍに応
じて設定する設定処理を実行する。この設定処理では、制御部１４は、時間軸Ａｘの時間
長Ｔｍが、上記した４つの判定範囲Ｒ１～Ｒ４のうちのどの判定範囲Ｒに属するかを特定
し、特定した判定範囲Ｒに対応付けられている時間単位表記を経過時間情報Ｉｔに用いる
最小の時間単位表記として設定する。
【００３０】
　この例では、記録開始時点から記録終了時点までの経過時間Ｔが７日程度であるため（
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図３参照）、制御部１４は、設定処理において、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが判定範囲Ｒ４
に属していると特定し、特定した判定範囲Ｒ４に対応付けられている「ｄ」を経過時間情
報Ｉｔに用いる最小の時間単位表記として設定する。また、制御部１４は、同図に示すよ
うに、設定した最小の時間単位表記である「ｄ」よりも短い時間を示す時間単位表記であ
る「ｈ」、「ｍ」および「ｓ」、並びに「ｈ」、「ｍ」および「ｓ」に対応する時間の長
さを表す整数を除外した（つまり、「日」よりも短い時間を切り捨てた）形態での経過時
間情報Ｉｔを各目盛線Ｌ１の下部に表示させる。
【００３１】
　続いて、グラフＧ１の一部を拡大して表示させる際には、図外のポインティングデバイ
スを用いて、図３に示すように、表示部１２に表示されているグラフＧ１における拡縮さ
せる範囲を指定し、次いで、その指定した範囲を拡大させるようにドラッグ操作を行う。
これに応じて、制御部１４は、指定した範囲に対応する測定データＤｗに基づき、その範
囲を拡大して表示させるための表示用データＤｄを生成して表示部１２に出力する。また
、制御部１４は、時間軸Ａｘ、電圧軸Ａｙ、文字情報Ｉｖおよび目盛線Ｌ１および経過時
間情報Ｉｔを表示させるための表示用データＤｄを生成して表示部１２に出力する。これ
により、図４に示すように、グラフＧ１における指定範囲を拡大したグラフＧ（以下この
グラフＧを「グラフＧ２」ともいう）が、時間軸Ａｘ、電圧軸Ａｙ、文字情報Ｉｖ、目盛
線Ｌ１および経過時間情報Ｉｔと共に表示される。
【００３２】
　この場合、制御部１４は、グラフＧの拡大に伴って時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが変化する
ため、設定処理を実行して経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時間単位表記を新たに設定（
変更）する。この例では、時間軸Ａｘの経過時間Ｔが７時間程度であるため（図４参照）
、制御部１４は、設定処理において、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが判定範囲Ｒ３に属してい
ると特定し、特定した判定範囲Ｒ３に対応付けられている「ｈ」を経過時間情報Ｉｔに用
いる最小の時間単位表記として設定する。また、制御部１４は、同図に示すように、設定
した最小の時間単位表記である「ｈ」よりも短い時間を示す時間単位表記である「ｍ」お
よび「ｓ」、並びに「ｍ」および「ｓ」に対応する時間の長さを表す整数を除外した（つ
まり、「時間」よりも短い時間を切り捨てた）形態での経過時間情報Ｉｔを各目盛線Ｌ１
の下部に表示させる。
【００３３】
　続いて、さらにグラフＧ２の一部を拡大して表示させる際には、図４に示すように、グ
ラフＧ２における拡縮させる範囲を指定してドラッグ操作を行う。これに応じて、制御部
１４が表示用データＤｄを表示部１２に出力することにより、図５に示すように、グラフ
Ｇ２における指定範囲を拡大したグラフＧ（以下このグラフＧを「グラフＧ３」ともいう
）が時間軸Ａｘ、電圧軸Ａｙ、文字情報Ｉｖ、目盛線Ｌ１および経過時間情報Ｉｔと共に
表示される。
【００３４】
　この場合、時間軸Ａｘの経過時間Ｔが７分程度であるため（図５参照）、制御部１４は
、設定処理において、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが判定範囲Ｒ２に属していると特定し、特
定した判定範囲Ｒ２に対応付けられている「ｍ」を経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時間
単位表記として設定する。また、制御部１４は、同図に示すように、設定した最小の時間
単位表記である「ｍ」よりも短い時間を示す時間単位表記である「ｓ」、および「ｓ」に
対応する時間の長さを表す整数を除外した（つまり、「分」よりも短い時間を切り捨てた
）形態での経過時間情報Ｉｔを各目盛線Ｌ１の下部に表示させる。
【００３５】
　次いで、さらにグラフＧ３の一部を拡大して表示させる際には、図５に示すように、グ
ラフＧ３における拡縮させる範囲を指定してドラッグ操作を行う。これに応じて、制御部
１４が表示用データＤｄを表示部１２に出力することにより、図６に示すように、グラフ
Ｇ３における指定範囲を拡大したグラフＧ（以下このグラフＧを「グラフＧ４」ともいう
）が時間軸Ａｘ、電圧軸Ａｙ、文字情報Ｉｖ、目盛線Ｌ１および経過時間情報Ｉｔと共に
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表示される。
【００３６】
　この場合、時間軸Ａｘの経過時間Ｔが３５秒程度であるため（図６参照）、制御部１４
は、設定処理において、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが判定範囲Ｒ１に属していると特定し、
特定した判定範囲Ｒ１に対応付けられている「ｓ」を経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時
間単位表記として設定し、同図に示すように、「ｓ」、「ｍ」、「ｈ」、および「ｓ」、
「ｍ」、「ｈ」にそれぞれ対応する時間の長さを表す整数を用いて表した経過時間情報Ｉ
ｔを各目盛線Ｌ１の下部に表示させる。
【００３７】
　上記したように、この波形表示装置１では、経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時間単位
表記が、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが長いほど長い時間を示す時間単位表記に設定され、時
間長Ｔｍが短いほど短い時間を示す時間単位表記に設定される。また、設定した最小の時
間単位表記よりも短い時間を示す時間単位表記およびその時間単位表記に対応する時間の
長さを表す整数を除外した（つまり、その時間単位表記よりも短い時間を切り捨てた）形
態での経過時間情報Ｉｔが表示される。これにより、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが長いとき
および短いときのいずれのときにおいても、短い桁数の経過時間情報Ｉｔが表示される。
このため、この波形表示装置１では、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍの長短に拘わらず経過時間
情報Ｉｔの見易さが十分に向上されている。
【００３８】
　一方、例えば、隣接する２つの目盛線Ｌ１の間の時間を５秒とするように規定されてい
る場合において、図７に示すように、グラフＧ５を拡大表示させた結果、時間軸Ａｘの時
間長Ｔｍが１５秒程度となったときには、表示部１２には、目盛線Ｌ１が４本だけ表示さ
れることとなる。このように目盛線Ｌ１の数が少ないときには、例えば、グラフＧ５の極
大点が現れる経過時間Ｔを、目盛線Ｌ１を目安にして特定するような態様において、目盛
線Ｌ１が有効に機能しないことがある。このため、制御部１４は、目盛線Ｌ１の数が予め
決められた本数としての４本以下のときには、同図に示すように、隣接する目盛線Ｌ１の
間（具体的には、隣接する目盛線Ｌ１の真中）に目盛線Ｌ１に平行な目盛補助線Ｌ２を表
示させる。この波形表示装置１では、この機能を備えているため、目盛線Ｌ１の数が少な
い場合においても、目盛補助線Ｌ２を目安として用いることで上記のような特定作業を容
易に行うことが可能となっている。
【００３９】
　このように、この波形表示装置１および経過時間表示方法によれば、経過時間情報Ｉｔ
に用いる最小の時間単位表記を、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが長いほど長い時間を示す時間
単位表記に設定し、設定した最小の時間単位表記よりも短い時間を示す時間単位表記およ
びその時間単位表記に対応する時間の長さを表す整数を除外した形態での経過時間情報Ｉ
ｔを表示させることにより、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが数日に及ぶほど長いときには、長
い時間を示す時間単位表記を最小の時間単位表記として用いた短い桁数の経過時間情報Ｉ
ｔを表示させ、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍが数秒程度の短いときには、短い時間を示す時間
単位表記を用いて小数点以下の表示を除外した経過時間情報Ｉｔを表示させることができ
る。したがって、この波形表示装置１および経過時間表示方法によれば、時間軸Ａｘの時
間長Ｔｍの長短に拘わらず経過時間情報Ｉｔの見易さを十分に向上させることができるた
め、経過時間Ｔを一目で把握させることができると共に、隣接する目盛線Ｌ１の間隔（そ
の間隔に対応する時間）を即座に把握させることができる。また、この波形表示装置１に
よれば、最小の時間単位表記を設定する設定処理を制御部１４が行うことにより、設定作
業を手動で行う必要がないため、例えば、表示倍率を頻繁に変更する使用形態における操
作性を十分に向上することができる。
【００４０】
　また、この波形表示装置１および経過時間表示方法によれば、時間軸Ａｘの時間長Ｔｍ
が属する判定範囲Ｒを特定すると共に、特定した判定範囲Ｒに対応付けられている時間単
位表記を経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時間単位表記として設定することにより、例え
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ば、判定範囲Ｒ、および判定範囲Ｒに対応付ける時間単位表記を使用形態に応じて予め規
定しておくことで、使用形態に応じて最適な最小の時間単位表記を自動的に設定すること
ができるため、利便性を十分に高めることができる。
【００４１】
　また、この波形表示装置１および経過時間表示方法によれば、目盛線Ｌ１の数が予め決
められた数以下のときに、隣接する目盛線Ｌ１の間（上記の例では、隣接する目盛線Ｌ１
の真中）に目盛線Ｌ１に平行な目盛補助線Ｌ２を表示させることにより、例えば、グラフ
Ｇ５の極大点が現れる経過時間Ｔを特定する作業を行う作業形態において、目盛線Ｌ１の
数が少ないことに起因してその特定作業が困難な場合においても、目盛補助線Ｌ２を目安
とすることで、その特定作業を容易に行うことができる。
【００４２】
　なお、波形表示装置１および経過時間表示方法は上記の構成および方法に限定されない
。例えば、時間の単位を表す時間単位表記として、「ｄ」、「ｈ」、「ｍ」、「ｓ」を用
いる例について上記したが、「月」を表す時間単位表記や、「年」表す時間単位表記を用
いる構成および方法を採用することができる。また、１／１０００を表す「ｍ」や１／１
００００００を表す「μ」などのＳＩ接頭辞を上記「ｓ」に付した時間単位表記（「ｍｓ
」や「μｓ」）を用いる構成および方法を採用することもできる。
【００４３】
　また、制御部１４が設定処理を行う構成例、つまり経過時間情報Ｉｔに用いる最小の時
間単位表記を自動的に設定する構成例について上記したが、最小の時間単位表記を手動で
設定する構成を採用することができる。この場合、この構成によれば、表示部１２に表示
されている時間軸Ａｘの時間長Ｔｍの長短に拘わらず、手動で設定した時間単位表記を最
小の時間単位表記として用いた経過時間情報Ｉｔを表示させることができる。
【００４４】
　また、表示部１２を備えた波形表示装置１に適用した例について上記したが、表示部１
２を備えていない測定装置に適用することができる。この場合、パーソナルコンピュータ
（例えば、ノート型のパーソナルコンピュータ）の表示部に表示用データＤｄに基づくグ
ラフＧ、目盛線Ｌ１および経過時間情報Ｉｔなどの画像を表示させる構成を採用すること
ができる。また、パーソナルコンピュータを制御部１４として機能させる構成や、パーソ
ナルコンピュータを制御部１４および記録部１５として機能させる構成を採用することも
できる。
【００４５】
　また、電気信号Ｓｅとしての電圧信号における電圧の経時変化を示すグラフＧ（電気信
号Ｓｅの波形）を表示させる例について上記したが、電圧に限らず、電流、電力、抵抗、
インピーダンスおよび温度などの各種の物理量の経時変化を示すグラフＧを表示させる際
に適用することができるのは勿論である。
【００４６】
　また、２つの以上の時間単位表記を用いて経過時間情報Ｉｔを構成する場合において、
最小の時間単位表記よりも長い時間を示す時間単位表記に対応する時間の長さを表す整数
が「０」のときには、その時間単位表記およびその「０」を除外した態様で経過時間情報
Ｉｔを表示する構成および方法を採用することもできる。この構成および方法を採用した
ときには、例えば、時間単位表記として「時間」「分」「秒」を用いる場合において、経
過時間Ｔが３時間０分２１秒のときには、「分」および「０」が除外された「３時間２１
秒」との経過時間情報Ｉｔを表示させることができるため、経過時間情報Ｉｔを十分に見
易く表示することができる。
【符号の説明】
【００４７】
　　　　１　波形表示装置
　　　１１　測定部
　　　１３　表示部
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　　　１４　制御部
　　　Ａｘ　時間軸
　　　Ｇ１～Ｇ５　グラフ
　　　Ｉｔ　経過時間情報
　　　Ｌ１　目盛線
　　　Ｌ２　目盛補助線
　　　Ｒ１～Ｒ４　判定範囲

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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